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空港において、車両を運転しながら「目視」で実施してい

る滑走路等の日常点検及び巡回点検を「AIによる自動検知」

に置き換える取組みである。具体的には、点検車両に市販の

ドライブレコーダー（以下、ドラレコ）を設置、滑走路の点

検（車両走行）時に路面の状況（映像）をドラレコに記録、

その画像から学習を重ねたAIがき裂・損傷を自動検知するも

のである。この技術の実用化により、飛行機の離着陸に影響

を及ぼす損傷の見落としリスクを軽減させるとともに、損傷

の進行度合を定量的に把握することができ、効率的な予防保

全が可能となった。

職員の目視による日常点検をドラレコデータの画像認識に

よる自動検知に置き換えることで、見落としのリスク及び職

員にかかる「見落としは許されない」という心理的ストレス

を大幅に削減するとともに、属人的な知識・経験に頼らない

点検が可能となり、従来は人が行っていた目視点検をAIを活

用することで、空港の制限区域内での運転許可が認められて

いる者であれば、空港での勤務経験が浅い職員であっても滑

走路点検を行うことも可能となる。

本技術は、平成30年12月より異分野から空港運営へ新規

参入した空港管理者（南紀白浜エアポート）において、「汎

用技術」のドラレコと「最新技術」のAIを組み合わせた画期

的な取り組みであり、業務効率の改善が期待されるとともに、

空港運用における極めて重要な課題である『航空機の安全運

航の確保』に効果のある取り組みである点が評価された。
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パトロール車 ドラレコ

ドラレコ（拡大図）

拡大図（幅
4mmのひび）

滑走路の画像データの画像認証（□がき裂・損傷の検知箇所）

◼ 滑走路面の特徴を考慮し、グルービング（排水溝）やタイヤ痕、補修跡（シール材）を除
去した上で、管理・補修が必要なひび割れのみを確実に検出します。

◼ AIがひび割れを検知しているイメージ図

AIが見ている画像：検知すべきひび割れのみを確実にキャッチ！

◼ 安全性の向上・属人性の低減

✓ 目視点検をドラレコ×AI点検に置き変えることで、ミリ（mm）単位のひび割れの見落
としのリスクを大幅に削減

✓ 技術知見を持つ人材の業務から、誰もが実施可能な業務に

◼ 遠隔地の専門家による技術支援

✓ クラウドに保管される画像とAI解析結果をもとに、遠隔地の舗装専門家に助言を求める
ことも出来る

✓ 将来的には、複数空港の日常点検を同時監視も可能に

◼ ライフサイクルコストの低減

✓ ひびの進行度合を定量的に把握し、（全ての軽度な損傷を補修するのではなく）進行が
進む軽度な損傷のみを早期に補修

✓ 滑走路の長寿命化によりライフサイクルコストを最大5割削減

期待される効果

撮影画像(入力)

滑走路面の領域を特定完了。
滑走路上の破損個所を調査開始...
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AIが見ている画像(出力)

この度は国土交通大臣賞という大変名誉ある賞を頂

き光栄に存じます。資金的に余裕のない地方管理空

港において、低廉な価格でより生産性の高い維持管

理を実現するため試行錯誤を続けて参りました。

当技術の開発に際しご支援・ご協力いただいた皆様

に厚く感謝申し上げます。
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南紀白浜エアポートは、「空港型地方創生」とい

うコンセプトを掲げ、南紀白浜空港の安全・安心か

つ生産性の高い運営に努めるとともに、地域の魅力

発信や誘客活動を通じた交流人口の増大による地域

の活性化にも貢献してまいります。

空港分野


